
京都教育大学 これからの算数・数学教育を考える会 活動報告 

「ORIGAMI 科学教室～京千代紙に触れ、算数を体験しよう！～」 

報告者：葛城元（大学院教育学研究科・2回生） 

 

7 月 29 日（土）、京都教育大学藤森キャンパスの 1号館 A 棟 2階 A3 講義室にて、「第 1

回 ORIGAMI 科学教室～京千代紙に触れ、算数を体験しよう！～」を開催しました。 

本講座では、本学学生が京都市内の子ども達に、折り紙の遊戯・伝承文化と最先端科学

の魅力を紹介し、文化都市京都から折り紙文化・科学の魅力を発信していくことを目的の

一つとして実施しました。 

 

 

写真１ 本団体の活動紹介 

 

記念すべき第 1 回は、京都市内の小学生（4～6 年生）と保護者の 8 組（計 13 名）に参

加していただきました。本講座では、伝統的な「やっこ」から「いす」、「いす」から缶コ

ーヒーに応用されている「ダイヤカット缶」を、一枚の京千代紙（和染千代紙）を使って

折りました。そして，これらの折り紙作品の中から、図形（算数）を見つけることにチャ

レンジしました。 

参加者に回答いただいたアンケートからは、「折り紙の中から、三角形や四角形などの図

形を見つけることができた！」「折り紙で算数をすると、いつもよりおもしろい！」などの

感想をいただき，好評でした。 

 



 

写真２ やっこを折る様子 

 

 

 

写真３ 展開図から三角形を見つける 

 第 2 回は，8月 19 日（土）第 1回と同場所にて、「第 2回 ORIGAMI 科学教室～京千代



紙に触れ、算数を体験しよう！～」を開催しました。前回は、京都市内の小学生（4～6 年

生）を対象に実施しましたが、今回は、小学生（1～3年生）と保護者の 4組（計 9名）に

ご参加いただきました。 

本講座では、伝統的な「やっこ」から「いす」、そして缶コーヒーに応用されている「ダ

イヤカット缶」を、一枚の京千代紙（和染千代紙）を使って折ることと、折り紙作品の展

開図内にある三角形の個数を数えることにチャレンジしました。 

 

 

写真４ 親子でやっこを折る様子 

 

参加者からのアンケートでは、「ダイヤカットカンをつくるのがたのしかったです。また

いきたいです（児童）。」「何気ない折り紙も視点を変えると、ちがった見方で面白くなるこ

とが分かりました（保護者）。」などの感想をいただきました。 

今後も引き続いて、折り紙文化・科学の魅力を紹介していきます。次回以降は（第 3～6

回），主に中学生・高校生を「ＯＲＩＧＡＭＩ科学教室」を開催します。 

 

第 3回 ORIGAMI科学教室～京都の折り紙文化と数学のコラボ～」は、 

9月 23日（土）に同場所にて開催します。詳細は以下のＵＲＬをご参照ください。 

（本学ＨＰ）  http://www.kyokyo-u.ac.jp/ 

 （団体所属ＨＰ）http://math.kyokyo-u.ac.jp/math_kyokyo/news.html 



 

写真５ 折り紙作品の展示コーナー 

 

 参加者には、京千代紙と折り紙の文化を紹介する「折り紙文化」の小冊子をプレゼント

しました。 

   

写真６ 参加者で制作した折り紙作品 

 

「ＯＲＩＧＡＭＩ科学教室」が毎日新聞の取材を受け，8月 5日付朝刊とインターネット

版に掲載されました。インターネット版の記事は以下のリンクからご覧いただけます。 

https://mainichi.jp/articles/20170805/ddl/k26/070/578000c 



 

写真７ 毎日新聞の「学ぶ」の活動紹介 


